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時系列印象変化抽出機構を有する音楽検索データベースシステム	
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あらまし   本稿では，時系列メディアデータである音楽を対象として，楽曲中における時系列に沿った印象変化
を分析・検索する音楽データベースシステムを提案する．本システムは，時系列メディアデータの構造分析による

部分的時区間の選択を行い，選択した部分的時区間別に感性特徴を分析することにより，印象的な部分的時区間別

の印象特徴量を用いた時系列メディアデータのメタデータ生成と検索を実現する．本システムの実現により，利用

者は，印象語をクエリとして，それぞれの楽曲において特徴的な印象変化に応じた音楽獲得が可能となる．本稿で

は，楽曲内における，繰り返し構造分析による印象的なセクション（サビ構造，及び，繰り返し構造）の自動抽出

メカニズムを実装したプロトタイプシステムを用いた実験結果を示し，本システムの実現可能性を示す． 
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A Music Search Database System  
with a Selector for Impressive-Sections of Continuous Data 
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Abstract  This paper presents a music search system that retrieves music by extracting impressive-sections along a 
timeline. This system realizes an automatic time-duration selector that detects repetitions and bridges by analyzing physical 
and structural music features, such as pitch and tonality. This system enables users to submit emotive keywords as a query for 
retrieving music according to the impressive changes in each music piece. This paper shows a prototype system that searches 
MIDI music files by analyzing them automatically. This paper also shows several experimental results for clarifying the 
feasibility of the system. 
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1. はじめに  
近年，音楽メディアのデジタル化とデータベース化

に伴い，音楽内容の分析による音楽獲得の可能性が高

まっている．利用者は，PC や携帯端末を用いて，音楽
データを管理・携帯し，様々な場面で鑑賞するように

なってきている．例えば，我が国において，社団法人

日本レコード協会の調査 [9]によれば，音楽を試聴する
際に利用している機器として，PC が 57.7％，主要スマ
ートフォンが 23.4％のシェアを占めており，利用者は
平均してこれらの機器に 586.3 曲を保存・管理してい
る．個人が膨大な数の音楽データを保有する状況にお

いて，音楽データベースの利用者は必要とする楽曲を

直ちに見つけ出すことが困難な状況にある  [1]．音楽
のような時系列メディアデータ特有の問題として，利

用者は，音楽データの内容を把握するためには実際に

試聴する必要があり，ファイル名やアーティスト名な

どのシンプルなメタデータによるデータ管理では ,デ

ータベース中から目的の音楽データを選択することは

容易ではない．大規模流通環境において，音楽データ

流通を促進するためには，利用者に未知の楽曲を提示

し，新たな音楽の発見の機会を提供する事が重要であ

る [2]．これまでに，音楽の内容に応じた未知の楽曲の
検索手法として，コード進行を利用した楽曲類似度計

量手法 [6][7]や，調性に応じた楽曲可視化手法 [8]が提
案されている．音楽のように，個人の感性的嗜好に強

く関連するメディアデータを対象とした推薦を実現す

るためには，楽曲を対象とした検索・推薦において，

音楽データが鑑賞者に与える印象を分析し，コンテン

ツと利用者個人の感性的嗜好の適合性を評価する検索

支援が重要である．  
本稿では，時系列印象変化抽出機構を有する音楽検

索データベースシステムを提案する．本システムは，

時系列メディアデータである音楽を対象として，楽曲

内における繰り返し構造分析による印象的なセクショ

ン（サビ構造，及び，繰り返し構造）の自動  



 

 

抽出メカニズムを有している．本システムでは，楽曲

の印象的なセクションとは，楽曲内において，鑑賞者

に特に強い印象を与え，かつ，時間幅をもつ楽曲部分

であると定義する．  
本システムは，音楽データが鑑賞者に与える印象を

分析し，コンテンツと利用者個人の感性的嗜好の適合

性を評価するために，物理的特徴量と感性的特徴量の

関係を定義した印象変換マトリクスを用いる．印象変

換マトリクスは，物理的特徴量（調性）と感性的特徴

量（印象語）の相関を， -1～ 1 の値で定義したもので
ある．本システムは，楽曲の印象的なセクションとし

て，繰り返し構造を有する時区間，および，“サビ”と

呼ばれる時区間を抽出する．本システムは，抽出した

それぞれの時区間に印象メタデータを生成し，検索時

に利用者の視点に応じて，適切な時区間のメタデータ

を選択し，相関量計量を行う．相関量計量には，選択

した時区間の物理的特徴量（調性）と，感性的特徴量

（印象語）との相関量を，印象変換マトリクスに定義

された二属性間の関連性定義を用いる．このように，

利用者の視点に応じて時区間を選択することにより，

利用者が楽曲に抱く印象を的確に反映した印象分析を

実現する（図  2）．  

 

図  2  部分的構造別に印象メタデータを生成  
 
各利用者固有の感性的特性に応じた印象分析を実

現するため，本システムは，この印象変換マトリクス

を個人別に構築する．この個人別印象変換マトリクス

は，システムが自動的に抽出した楽曲内の印象的なセ

クションを対象として，セクション内の物理的特徴量

（調性）と利用者個人の感性的特徴量（印象語）の相

関を学習するため，利用者が楽曲に抱く印象を的確に

反映した個人化を行うことができる．  
本システムの主要な機能は，次の４機能である．  

1. 印象時区間選択機能：音楽データを対象とし，物

理的特徴量，セクション構造の抽出による印象的

なセクションの選択  
2. 印象メタデータ生成機能：印象的なセクションを

対象とし，個人別の印象変換マトリクスを用いた

印象メタデータの生成  
3. 個人化機能：セクションの印象修正による，音楽

要素と利用者個人の感性的嗜好の関連性の抽出，

印象変換マトリクスの個人化  
4. 検索機能：印象的なセクション別のメタデータ検

索  
本システムを音楽データベースに適用することに

より，利用者は，キーワード以外の手段として，音楽

コンテンツそのものを用いたコンテンツの特徴抽出，

及び，個人化された音楽獲得を利用することができる

ようになる．また，音楽の中身を聴くことなく，音楽

の印象変化を視覚的に把握し，個人化を適用すること

が可能となる．  
 

2. 時系列印象変化抽出機構による音楽検索 	
 
データベースシステム  
本節では，時系列印象変化抽出機構による音楽獲得

データベースシステムのシステム概要，データ構造，

及び，基本機能を示す．  
 

2.1. システム概要  
本システムは，１）印象時区間選択，２）印象メタ

データ生成，の２つの機構から構成される．図  1 に本

 
図  1  システム概要図：楽曲内における印象的なセクションの  

自動抽出メカニズムを適用し，当該セクションについての感性的特徴量を生成  



 

 

システムの概要図を示す．  
本システムは，楽曲 MIDI データを対象として，物

理的特徴量として，ピッチ，および，調性を抽出する．

調性とは，音符の並びから構成される音楽の構造であ

り，12 の長調と 12 の短調の，24 種類からなる [5]．異
なる調性は，異なる印象を聞き手に与えるため，調性

を分析することが，音楽の感性的分析において重要で

ある．更に，これら２つの物理的特徴量から，セクシ

ョン構造として，繰り返し構造，サビ構造を抽出する．

本時系列印象変化抽出機構は，音楽内容における物理

的特徴量の傾向から，印象的なセクションの選択，及

び，印象メタデータの生成を行い，音楽データにおけ

る印象の時間的推移を自動的に分析する．本個人化機

能は分析結果を対象として学習アルゴリズムを適用し，

物理的特徴量と感性的特徴量との関係性を，利用者個

人ごとに計量する．検索機能は，個人別に生成された

印象メタデータを用いて計量された印象メタデータを

対象として，音楽データの検索を行う．  
 

2.2. データ構造  
本節では，本システムのデータ構造を述べる．  

2.2.1. 楽曲 MIDI データ  
本システムの分析対象とするデータとして，楽曲デ

ータである MIDI データの基本構造を示す．MIDI は，
鍵盤楽器操作の自動化を主な目的として開発されたデ

ータ構造であり，鍵盤の操作情報（打鍵，リリース）

を時系列に沿って格納している．本システムにおける

MIDI データを，Mp とすると，Mp を次のように定義
できる．  

 

ここで，ni は  i 番目の音符を意味し，音符の属性とし
て，開始時間（ｔ），音高（ｐ），音の長さ（ｄ）を有

する．Mp は，k 個の n から成る順序集合である．  

2.2.2. ピッチマトリクス（ PMAT）  
本システムは，物理的特徴量として，音情報の時系

列変化を行列として表す．この行列をピッチマトリク

ス（PMAT）と呼ぶ．MIDI では，0~127 のピッチの値
を定義している為，PMAT は m 行×128 列の行列であ
る．次のように PMAT：P を定義する．  

 

ここで，c[i ,  j ]は i 番目の時間における j 番目のピッチ情
報の有無を意味し，m は，楽曲の演奏時間長に対応す
る．本システムは， c[i ,  j ]の値として，ピッチ情報があ

る場合は 1 を，ない場合には 0 を設定する．  

2.2.3. 調性マトリクス（ TMAT）  
本システムは，物理的特徴量として，調性の時系列

変化を行列として表す．この行列を調性マトリクス

（TMAT）と呼ぶ．調性の種類が 24 種類に定義されて
いる為，TMAT は m 行×24 列の行列である．次のよう
に TMAT：T を定義する．  

 

ここで，v[i ,  j ]は j 番目の階調の i 番目の時間軸間に対応
する相関値を意味し，m は，楽曲の演奏時間長に対応
する．例えば，８小節毎に調性メタデータを生成した

場合，m は，全小節数 /8 となる．  

2.2.4. 繰り返し・サビ構造  
本節では，楽曲の印象的なセクションの自動抽出メ

カニズムにおける，セクション抽出に用いるデータ構

造を示す．本システムは，セクション構造として，繰

り返し構造とサビ構造の二種類を分析する．繰り返し

構造，サビ構造は順序集合である．次のように繰り返

し構造：R，サビ構造：S を定義する．  

  

€ 

R := r1 b,e,u( ),r2,,ry{ } 

  

€ 

S := s1 b,e( ),s2,,sl{ }  

ここで， ry は，y 個目の繰り返し構造を意味し，属性
として，開始時間（ｂ），終了時間（ｅ），繰り返しの

種類識別子（ｕ）を有する．また，ｓ lは， l 個目のサ
ビを意味し，属性として，開始時間（ｂ），終了時間（ｅ）

を有する．  

2.2.5. 印象変換マトリクス (EMAT) 
本節では，楽曲の印象的なセクションの自動抽出メ

カニズムにおける，感性的特徴量の計量に用いるデー

タ構造を示す．本システムは，物理的特徴量と感性的

特徴量との関係性を行列として表す．この行列を印象

変換マトリクス（EMAT）と呼ぶ．EMAT は，印象メ
タデータ生成，個人化，検索機能において，楽曲と個

人の感性的嗜好の適合性の評価を実現する．EMAT は
n 行×m 列の行列である．次のように EMAT：E を定
義する．  

 

ここで，r[i ,  j ]は i 番目の印象語と j 番目の物理的特徴量
の相関値を意味する．n は定義された印象語の数に対



 

 

応する．また，m は，物理的特徴量の属性数に対応す
る．  
 

2.3. 印象時区間選択機能  
本節では，MIDI データの物理的特徴量，及び，セク

ション構造を分析する方法について説明する．本シス

テムは，次の手順を実行する．  
 Step-1： [PMAT 分析 ] 

本システムは，MIDI データを対象から，音情
報の時系列変化を表す行列（PMAT）を生成する．
本システムは，MIDI データの打鍵番号，及び，
打鍵信号，リリース信号を対象として，時系列に

沿って行列構造にピッチの有無を 0 か１の値で格
納し，PMAT を生成する．  

 Step-2： [TMAT 分析 ] 
Step-2 では，Step-1 により分析した PMAT を対

象 と し て ， ピ ッ チ 情 報 か ら 調 性 を 推 測 す る

Krumhansl-Schmuckler 調性自動判定アルゴリズム
[3]を 適 用 し ， 調 性 の 時 系 列 変 化 を 表 す 行 列
（ TMAT ） を 生 成 す る ． 本 シ ス テ ム は ，
Krumhansl-Schmuckler アルゴリズムを用い，各調
性のプロファイルを統計により算出し，各調性の

プロファイルと対象とする時区間のピッチのヒ

ストグラムとの相関値を格納した TMAT を生成
する．  

 Step-3： [繰り返し構造分析 ] 
Step-3 では，Step-2 において分析した TMAT を

対象として，繰り返し構造分析アルゴリズムを適

用する．本アルゴリズムは，TMAT から調性の列
を生成し，生成された調性の列を対象として，調

性の変化を抽出する為に，前後の調性と同値の時

区間を削除し，調性の列の長さを短縮する．続い

て，短縮された調性の列を対象として，図  3 の処
理を再帰的に行い，最長一致のパターンを検出す

る．短縮前の調性の列を対象として，検出された

最長一致のパターンを用い，類似する調性の列を

抽出する．ここで，抽出された類似する調性の列

の時区間を同じ繰り返し構造として定義する．  
 Step-4： [サビ構造分析 ] 

Step-4 では，Step-1 において分析した PMAT を
対象として，サビ構造分析アルゴリズムを適用す

る．現代のポップミュージックのサビの時区間に

は，高いピッチが多く含まれていることが知られ

ている．本アルゴリズムは，PMAT を対象として，
ウィンドウを用いてピッチ情報を区切り，時系列

に沿ってピッチ情報の密度を計算する（図  4）．
ここで，密度が定義済みのしきい値 t（25％など）
を超えている場合，ウィンドウを用いて区切った

時区間をサビ構造として定義する．  
 Step-5： [時区間の最適化 ] 

Step-5 では，Step-3,4 において分析した繰り返
し構造とサビ構造を対象として，各構造の時区間

の最適化を行う．具体的には，繰り返し構造分析

アルゴリズムを用いて抽出した繰り返し構造の

セクションは，サビ構造のセクションと時区間が

重複するため，繰り返し構造の時区間をサビ構造

の時区間の開始時間で分割し，分割した時区間を

繰り返し構造として再定義し，繰り返し構造とサ

ビ構造の最適化を行う．  

 

図  3  繰り返し構造分析アルゴリズム：調性の列
を対象として，最長一致のパターンを検出  

 

 
図  4  サビ構造分析アルゴリズム：ウィンドウ
を用い時系列に沿ってピッチの密度を計算  

 

2.4. 印象メタデータ生成機能  
本節では，抽出した印象的なセクションを対象とし

て，印象メタデータを生成する方法を示す．本システ

ムは，印象的なセクション部分の物理的特徴量を対象

として，印象変換マトリクス（EMAT）を用いて，当
該セクションについての感性的特徴量を生成し，印象

メタデータとしてそれぞれのセクションのメタデータ



 

 

を保存する．  
本システムは，EMAT の物理的特徴量として，24 階

調の調性を採用し，感性的特徴量として，5 ワードの
印象語（happy, sad, warm, cool, angry）を実験的に採用
する． EMAT における印象語と調性の関係性の定義を
行うため，文献 [5]に記述されている調性と印象の関連
性の定義文を用いる．調性と印象語が，同様，または，

近似する意味を有する場合，行列中の対応するセルに

1 を格納し，否定的な意味を有する場合は，対応する
セルに  -1 を入力した．調性と印象が無関係のセルに
ついては，0 を格納している．  
本システムは，EMAT に格納されている感性的特徴

量の各ベクトルと，印象的なセクションの各ベクトル

間の内積値を算出する関数を提供する．この関数を次

のように定義する．  

 

ここで，E は EMAT の i 番目の印象語の k 番目の属性
値であり，Mp は当該セクションの i 番目の時区間の j
番目の属性値である．  
 

2.5. 個人化機能  
本システムは，印象変換マトリクス（EMAT）を個

人別に変更することにより，音楽検索における個人化

を実現している．具体的には，印象的なセクションが

もつ物理的特徴量を，利用者が当該セクションに対し

て抱く印象の物理的特徴量として定義し，EMAT に追
加する．  
 

2.6. 検索機能  
本システムは， 2.5 節において分析した印象メタデ

ータを対象として，楽曲の検索機能を提供している．

本システムは，クエリとして与えられた印象語を用い

て，音楽データベース内の楽曲をランキング化し，検

索結果を出力する．また，各楽曲おける印象メタデー

タの生成結果と，抽出した印象的なセクション構造を

可視化する機構を有している．  
 

3. プロトタイプシステム  
本節は，プロトタイプシステムの実装について述べ

る．実装には Java 言語を用いた．図  5 に，音楽デー
タを対象とした印象メタデータの生成結果（図中右の

レーダーチャート）と印象的なセクション構造の可視

化結果（図中左の線グラフ）を示す．  
利用者は，本システムの検索入力画面にクエリを入

力することにより，クエリと適合した印象をもつ楽曲

の検索一覧を得る．更に，検索一覧の楽曲名を選択す

ることにより，楽曲の印象メタデータの生成結果と印

象的なセクション構造の分析結果を閲覧することが可

能である．  

 
図  5  プロトタイプシステム：印象メタデータ

の生成結果と，抽出した印象的なセクション構造

を可視化  
 

4. 実験  
本節は，楽曲内における，繰り返し構造分析による

印象的なセクション（サビ構造，及び，繰り返し構造）

の自動抽出メカニズムの実現可能性，及び，有効性の

検証を行った２つの実験結果を示す．  
 

4.1. 実験１：自動抽出精度の検証  
実験１では，１０楽曲を対象として，印象的なセク

ョンの自動抽出を行った結果を示し，本プロトタイプ

システムの自動抽出精度について検証する．実験対象

データとして，曲調にばらつきがあった，1999 年にミ
リオンセラーの売上を記録したシングル CD に格納さ
れている 10 楽曲の音楽データを採用した．実験対象デ
ータの一覧を次に示す．  
作品名  アーティスト  ジャンル  
だんご３兄弟  速水けんたろう，茂森あ

ゆみ／ひまわりキッズ  
童謡  

Energy f low 坂本龍一  ピアノ (クラシック調 )  
Addicted To You 宇多田ヒカル  R＆B 
MOVIN’ ON 
WITHOUT YOU 

宇多田ヒカル  R＆B 

フラワー  KinKi Kids J-POP 
Precious Time SPEED J-POP 
LOVE マシーン  モーニング娘。  J -POP(ダンス＆ボーカル )  
Winter ,  again GLAY ロック (バラード )  
ここではない，  
どこかへ  

GLAY ロック  

HEAVEN’S DRIVE L’Arc-en-Ciel  ロック  

実験１では，あらかじめ対象とする音楽データを試

聴して，サビ構造の開始時間，及び，終了時間を測定

し，開始時間の早いものから順に番号を振り，正解デ

ータとした．繰り返し構造についても同様の手順を用

い正解データを生成した．続いて，システムが音楽デ

ータから自動抽出を行ったサビ構造，及び，繰り返し

構造の開始時間，及び，終了時間（自動抽出結果）を

対象として，正解データとの比較を行い，次の４つの

誤差の基準を定義し抽出時間の誤差の総和を算出した． 



 

 

 誤差１）自動抽出結果が正解データと重複し，自

動抽出結果の開始時間が正解データの開始時間

よりも早いもしくは遅かった場合，自動抽出結果，

及び，正解データ各々の開始時間の時間差  
 誤差２）自動抽出結果が正解データと重複し，自

動抽出結果の終了時間が正解データの終了時間

よりも早いもしくは遅かった場合，自動抽出結果，

及び，正解データ各々の終了時間の時間差  
 誤差３）自動抽出結果が正解データと重複せず，

自動抽出結果の開始時間，あるいは，終了時間の

前後 t 秒以内に正解データが存在した場合，自動
抽出結果，及び，正解データ各々の中心点の時間

差（ t = 20）  
 誤差４）自動抽出結果が正解データと重複せず，

自動抽出結果の開始時間，あるいは，終了時間の

前後 t 秒以内に正解データが存在しない場合，自
動抽出結果の時間（ t = 20）  

また，本方式は，時系列メディアデータの構造分析

による部分的時区間の選択を行うため，システムの自

動抽出結果が，正解データとより近似することを想定

している．そのため，本方式よって検出されたサビ構

造，及び，繰り返し構造の適合率を次のように算出し

た．  
検出適合率＝（自動抽出結果と正解データの結果が

適合した数×２／（自動抽出によるセクション構造の

検出数＋正解データの数））×１００【単位：パーセン

テージ】  
実験１の検証結果として，図  6 にサビ構造の抽出に

おける誤差の総和を算出した結果，及び，検出適合率

の計測した結果のグラフを，図  7 に繰り返し構造の抽
出における誤差の総和を算出した結果，及び，検出適

合率を計測した結果のグラフを示す．  
サビ構造の抽出における検証結果から，本方式によ

るサビ構造の検出は，楽曲構造が単純である一般的な

J-POP 楽曲やロック楽曲において有効であり，童謡や
現代音楽においては，サビの定義が曖昧であるため，

サビ構造の検出は難しい．また，ロック楽曲において

も，間奏中にギターの高音域が特徴的である楽曲は，

誤抽出が多く検出適合率が低くなった．この実験によ

り，音楽のジャンルごとに，サビ構造のもつ音楽的な

特性，共通性を分析し，それらをサビ構造分析アルゴ

リズムに反映することが必要であることが分かった．

すなわち，今後，ジャンルごとにサビ構造の音楽的な

特性，共通性を抽出し，それらを反映可能なサビ構造

検出アルゴリズムを実現することが必要である．  
続いて，繰り返し構造の抽出における検証結果から，

本方式による繰り返し構造の検出は，楽曲の大きな変

化においては有効であり，１番と２番以降の検出には

十分な精度が確認できた．本方式は，24 階調の調性に
おける楽曲中の変化を用いているため，楽曲の短い時

区間を対象とした場合は，前後で調性における大きな

変化をしない．そのため，楽曲の短い時区間を対象と

した変化を抽出するには，新たな方式を試す必要があ

る．  
 

 
図  6  サビ構造の自動抽出における誤差の総和

（左縦軸），検出適合率（右縦軸）  

 

図  7  繰り返し構造の自動抽出における誤差の
総和（左縦軸），検出適合率（右縦軸）  

 

4.1. 実験２：印象時区間選択機能の検証  
実験２では，実験１において用いた 10 楽曲の音楽

データを対象として，音楽データの全時区間，及び，

印象的なセクションの部分的時区間における印象メタ

データ生成結果を示し，印象時区間選択機能による楽

曲検索の実現可能性と有効性について検証する．  
実験２では，物理的特徴量（調性）と感性的特徴量

（印象語）の相関関係を定義した印象変換マトリクス

（EMAT）を用い，印象メタデータの生成を行った．
本システムは，EMAT の物理的特徴量として 24 階調の
調性を採用し，感性的特徴量として，5 ワードの印象
語（happy, sad, warm, cool, angry）を実験的に採用した．



 

 

図  8 に定義した EMAT の概略図を示す．  
本実験では，印象的なセクションのセクション構造

として，サビ構造を採用した．図  9 に対象音楽データ
の全時区間における印象メタデータの生成結果を，図  
10 に印象的なセクションの部分的時区間における印
象メタデータの生成結果を示す．  
ここで，全時区間における印象メタデータの生成結

果と，サビ構造である部分的時区間における印象メタ

データの生成結果を，図  11 に示した一般的な J-POP
楽曲である「フラワー」と「Precious Time」において
比較すると，「Precious Time」は印象メタデータの生成
結果が近似している（図  11 中左）が，「フラワー」は
印象メタデータの生成結果に差が生じている（図  11
中右）．「フラワー」のように，全時区間における印象

メタデータの生成結果と，サビ構造である部分的時区

間における印象メタデータの生成結果に差が生じるよ

うな音楽データの場合，本方式による部分的時区間の

選択は有効である．   
次に，印象語による対象音楽データの検索を行い，

全時区間を対象とした印象メタデータ生成と，印象的

なセクションの部分的時区間を対象とした印象メタデ

ータ生成において，検索結果のランキングの変化を検

証した．検証結果として，図  12 に音楽データの全時
区間，及び，印象的なセクションであるサビ構造を対

象とした楽曲検索におけるランキングの変化を示す．

検証結果から，検索時に時区間を選択することによっ

て，楽曲検索において楽曲順位が入れ替わり，検索結

果は変化している．本方式による時区間の選択によっ

て，特定の時区間が鑑賞者に与える印象に基づいた検

索や，時区間の間の印象の違いを考慮した検索の実現

可能性を示した．  
 

物理的特徴量   
C Am G … Dm 

happy  1 -1 0 … 0 
sad 0 1 -1 … 1 

angry 1 1 0 … 1 
cool 0 1 1 … 1 

感
性
的
特
徴
量 

warm 0 -1 1 … 0 

図  8  物理的特徴量と感性的特徴量の相関関係
を定義した印象変換マトリクス（ EMAT）  

 
図  9  定義した EMAT と，音楽データの全時区

間の印象メタデータを生成  

 
図  10  定義した EMAT と，音楽データのサビ構
造における部分的時区間の印象メタデータを生成  

 
図  11 全時区間，及び，印象的なセクションで

あるサビ構造の部分的時区間の印象メタデータの

可視化結果（楽曲“フラワー”では，全時区間か

ら抽出した印象メタデータと部分的時区間から抽

出した印象メタデータが大きく異なり，部分時区

間を選択することが有効である）  

 
図  12  全時区間，及び，印象的なセクションで

あるサビ構造を対象とし，印象語による楽曲検索

におけるランキングの変動量（すべての印象語に

おいてランキングに有意な変化が見られた）  
 

5. 結論  
本稿では，時系列メディアデータである音楽を対象

として，楽曲中における時系列に沿った印象変化を分

析・検索する音楽データベースシステムを提案した．  
本システムは，時系列メディアデータの構造分析に

よる部分的時区間の選択を行い，選択した部分的時区



 

 

間別に感性特徴を分析することにより，印象的な部分

的時区間別の印象特徴量を用いた時系列メディアデー

タの印象メタデータ生成と検索を実現した．  
本システムの実現方式として，次の 2 機能により，

検索時に利用者の視点に応じた，適切な時区間の印象

メタデータの選択を行い，利用者が楽曲に抱く印象を

的確に反映した印象分析・検索を実現するシステム構

成を示した．  
 機能 1）音楽データを対象として，楽曲内におけ

る繰り返し構造分析による印象的なセクション

（サビ構造，及び，繰り返し構造）を自動的に抽

出する機能  
 機能２）楽曲の物理的特徴量（調性）と感性的特

徴量（印象語）の相関関係を定義した，個人別の

印象変換マトリクスを用いて，音楽データが鑑賞

者に与える印象を分析し，コンテンツと利用者個

人の感性的嗜好の適合性を評価する機能  
本システムの実現により，利用者は，印象語をクエ

リとして，それぞれの楽曲において特徴的な印象変化

に応じた音楽獲得の可能性を示すと同時に，キーワー

ド以外の手段として，音楽コンテンツそのものを用い

た音楽獲得が可能となった．また，音楽の中身を聴く

ことなく，音楽の印象変化の視覚的に把握し，個人別

の印象変換マトリクスを用いた個人化を適用すること

が可能となった．  
本稿では，本システムの自動抽出精度の検証，及び，

印象時区間選択機能による楽曲検索の実現可能性と有

効性の検証を行い，楽曲内における，繰り返し構造分

析による印象的なセクション（サビ構造，及び，繰り

返し構造）の自動抽出メカニズムの実現可能性，及び，

有効性について検証を行った．  
本提案方式は，音楽データに留まらず，様々な時系

列メディアデータに対して応用可能である．今後，個

人の感性的嗜好に強く関連するメディアデータを対象

として，時系列メディアデータが鑑賞者に与える印象

を分析し，コンテンツと利用者個人の感性的嗜好の適

合性を評価する検索支援の応用を行っていく．  
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